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門脈遮断時間の 延長 を目的と し て腹部局所低体温法 を試み た ． そ の 安全性及び有効性 に つ い て 雑
種 の成熟イ ヌ を用 い て 基礎的研究 を お こ な っ た ． 室温下に 門脈くpo rtalv ein ， P VIの み遮断 した群くA群
n ニ 31， 室温下に P V と上 腸間膜動脈くs upe rio r m e s e nt ric a rte ry， S M Al を遮断 し くB群 n ニ 121，
60分 ， 90分 ， 120分後に 遮断解除 を お こ な っ た B－60群 くn ニ 引， B 月0群くn ニ 射， B－120群くn ニ 31 を作製
した ． さ ら に ア イ ス ス ラ ッ シ ュ を 腹腔内 に 投与 し た 腹部局所低温下 に P V と S M A を遮断 しくC 群
n ニ 11， 60分 ， 90分 ， 1 20分後 に 遮断解除 を お こ な っ た C－60 群 くn ニ 41， C．90 群 くn ニ 4I， C－120 群
くn ニ 3Iを作製 した ． 冷却対象である小腸 は速や か に 7 旬 8
0
C まで 低下 した が中心温く肺動脈血温1の低下
は綬徐 で あ り遮断後120分で28旬 29
0
C と なっ た ． 血行 動態 に お ける比較検討 で はA群 で は全例 P V遮断
後， 平均82．7分で シ ョ ッ ク で死亡 した が ， B群 ， C群で は平均動脈圧 ， 中心 静脈圧 ， 心 拍出量等は P V
お よ び S M Aの 遮 断中， 遮断後 とも に 安定し て い た ． 腎機能 を B－90群と C－90群と で比 較検討し たが
C－90群で 組織血流量 に 低下 をみ た も の の 尿量 に 差 は なく 腎 へ の 影響 は少 ない と考 えら れ た ． 肝 を対 象
と して B－60， B －90， じ60， C－90の 各群の組織学的観察， エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジの 測定 を行 っ たが 阻血性の
変化 は み られ ず肝 へ の 影響も少 な い と 考え られ た ． 小腸 の 肉眼的観察で は B群 は遮断後 ， 時間経過 と共
に 欝血性 の変化が す す み 遮断解除後 も元に は戻 らな か っ た ． C群で は変化が軽度 で あ っ た ． その 事実 は
組織学的所見 ， 血 管造影 ， エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジの 測定か ら も証明さ れ た ． 小腸動脈血と静脈血の エ ン ド
トキ シ ン を測定 し たが ， エ ン ド トキ シ ン量 は室温下 で は遮断時間 に 比 例 して 増加 し ， 低体温 に よ っ て抑
えら れ た ． 生存期間 はB 群くn ニ 121 で は 2 日以 上生存 した も の は い な か っ たが ， C 群で は 3 日以上生存
した も の は C－60 群くn ニ 4yと C－90群 くn ニ 41 お よ び C－1 20群くn ニ 3ナで それ ぞれ 4 ， 3 ， 0 であ っ た ．
ま た小腸静脈血中の エ ン ド トキ シ ン量 と生存期間 に は負の 相関が み られ た ． 以 上 よ り腹部局所低体温法
は安全か つ 有効 に 門脈遮断が 可 能と な る方法で あ ると 考え られ た ．
Eey w ords portal cla mplng， differe ntial intr aperito ne al hypothe r mia，
endoto xin
近 年の 膵胆道領域癌 の 外科治療は そ の 根 治性 を高め た と え解除 して も 腸管の 性状 は改善せ ず， シ ョ ッ ク か
る必要か ら 門脈くpo rtal v ein， P VJ の 血行を 一 時遮 断 ら も 回復 しな い ． そ の た め長時間に わ たる 遮断は禁忌
してお こ な う傾向に あ る
1州
． p V遮断は 動物実験 に よ と さ れ て い た
6州
． 全身低体温引10や 門脈一大循 環 バ イ
る と， 腸管は欝血 し青黒 く な り
，
血圧 は 急速 に 低下 し パ ス 11ト 13I等が 解決策 と して 考案， 臨床応用 さ れ て き た
30へ 120分 で 死亡 す る ． ま た遮断が30分 を 越 え る と ， が 手術手技が繁雑と な る の は免れ 得な か っ た ． そ こ で
A bbreviatio n s 二C O， C a rdia c o utputニ C VP， C entral v en ous pressu er三 H R， he art rateニ
mA P
， m e a n a rte ial pre ss u er三 SI， S m all inte stin eニ S M A， S uperior m ese nt ric arte ry ニP V，
portalv ein
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今回 ， 著者 は そ れ ら の方法 と比 べ て ， き わ め て簡便 な
腹部の み を冷却 す る局所 の低体温 に 注目 し， そ の 安全
性 ， 有効性 に 関 して 基礎的研究 をお こ な っ た ．
材料 お よ び方法
工 ． 実験 材料
実験動物 は ， 雑種の成熟イ ヌ く体重 9 ル 14kg126頭
を雌雄 の別 なく 用い た ．
工I ． 実験方法
被験イ ヌ を4 8時間
．絶食 さ せ た 後 ， 塩 酸 ケ タ ミ ン
10m gノkg レマ ー ク ． デ ー ビス 三 共， 東 新 の 筋肉内投
与 と チ オ ペ ン タ ー ル ソ ー ダ く田 辺 ， 大 阪う25へ 3 0m gノ
kg の 静脈麻酔下 に 気管内挿管 ， Har v a rd 型人 工 呼吸
器 怖 河思誠堂 ， 束斜 に よ る調節呼吸と し， 純酸素 に
て維持 した ． つ い で右 ま た は左 の 大腿動静脈 を貢出 し
て ア ン ジ オカ テ ー テ ル を動脈 に ， ス ワ ン ガ ン ツカ テ
ー
テ ル を静脈 に 挿入 した ． 上 腹部 か ら下腹部 に お よ ぷ 正
中切開に て開腹 し ， 上 腸間膜動脈 くs upe rior m e se nte
－
ric a rte ry， S MAlお よ びP V を周囲組織 か ら 剥離 して
お のお の にテ ー プ をか け た ．
1 ． A群 くn ニ 31
室温下 に ， P V をク ラ ン ビ ン グ に よ り血行遮断を お
こ な い ， 心拍 動の停止 をも っ て実験 を終 了 し た く図 1
al．
2 ． B群 くn ニ 121
コ ン ト ロ ー ル 群 と して 室温下 に S MA お よ び P V を
Fig． 1．
立
ク ラ ン ビ ン グ に よ り血行遮断を お こ な っ た ． 遮断時間
を60分 くn ニ 51， 90分 くn ニ 4ナ， 120分 h 二 3うの 3通り と
し， そ れ ぞ れ B．60群 ， B 増0群 ， B－120群 と した － 遮
断解除 し て 1時間後 に 閉腹 した く図 1bト
3 ． C群 くn ニ 11
局所低体温群 と し て腹部創よ り 血行遮断に 先立ち生
理的食塩水 を冷凍 し破砕 した アイ ス ス ラ ッ シ ュ を腹腔
内 に投与 した ． ア イ ス ス ラ ッ シ ュ は 臨床応 用 を 考慮
し
， 肝 ， 胆道 ， 膵領域 を避 け るた め主 に 下腹部に 投与
し た ． 速 断時間 の 長 さ に 応 じて投与が数 回 に わた る こ
と も あ っ た ． 胸 部 で は 電気毛布 を使 用 す る こ と に よ っ
て 全身の 体温の低下が肺動脈血温く以下 ， 中心温 と す
る1 で30
0
C以下 に 下が ら な い よう に 努 め た 一 アイ ス ス
ラ ッ シ ュ 投与直後に B群 と 同様 に S M A と P V の血行
速断を ク ラ ン ビ ン グに よ り お こ な っ た ． 遮 断時間は60
分くn ニ 41， 90分 くn ニ 41， 120分くn ニ 別 の 3通 りと し，
それ ぞ れ Ct60 群 ， C－90群 ， C－120群 と した 一 遮断解
除後 ， 40
0
C の生理 食塩液 を腹腔内 に 繰 り返 し投与し復
温 を お こ な い ， B群 と 同様 に 1時間後 に 外科的創部の
止血 を 十分確認 の 後 ， 閉腹 した ． 閉腹後 も体表面か ら
の 加温 を続 け中心温が35
0
C前後に な っ た と こ ろで 自然
復温 を期待 し ， 加温 をや めた ． な お 血行遮断 に際 して
ヘ パ リ ン は使用 し な か っ た ．
1II． 測 定項 目
1 ． 中心温お よ び 小腸温
開腹中 ， B群及び C群で ス ワ ン ガ ン ツ カ テ
ー テル を
schem es ofcla mping of po rtalv einくP Vlalo n eくal くgr o up Ala nd both P V
a nd superio r m e se nteric a rtery くS M A，くb，くgr o ups B













































































も ちい て 中心 温 お よ び小腸温 を経時的に 測定 した ． 使
用機器は デ ジ タル 表面温度計 M O D E L二H L 201く安立
計器， 東二釦 で ， 探 触子 を小腸管腱内に 刺入 して 測 定
した ．
2 ． 血行動態
開腹中 ， 全て の 群 で 心拍数くhe a rt r ate， H Rl， 平均
動脈圧くm e a n a rte rialpre ss u r e， m A PJ， 中心静脈 圧
くCe ntr al v e n o u spr es su re， C V PI を16 チャ ン ネ ル ， ポ
リグラ フ くフ ク ダ電 子 ， 東京Iを用い て ， さ ら に A群 の
一 部くn こ 21と B－120群 ， C－120群の 全例 に 対 して ス ワ
ン ガ ン ツ カ テ ー テ ル を 使 用 し 心 拍 出量 くc a rdiac
O utput， C Ol を E dw a rd Labor ato rie s9520心拍出量
計くE dw a rd Labo r ato ry ， サ ン タ ア ナ 市 ， 米 酢 に て算
出， 経時的に 記録 し た ．
3 ． 腎の 温度 ， 組織血 流量及 び 尿量
B ， C群に お い て 開腹後膀胱 に 直接 バ ル ー ン カ テ ー
テル を挿入 して継時的に 尿量の 測定 をお こ な っ た ． 特
に C－90群 に お い て は 腎の 温度 を継時的に 測定 し た ．
使用機器は小腸温測定 に 使用 した も の と 同様 の もの を
用 い た ． 探触子 は腎皮膜面よ り 腎皮質 ま た は髄質 に 刺
入 して 測定し た ． ま た腎組織血流量 も経時的 に 測定 し
た■ 腎組織血 流量 は電解式水素 ク リ ア ラ ン ス 組織血 流
計 R B F－2くバ イ オ メ ディ カ ル サ イ エ ン ス
， 金 抑 お よ
び デ ー タ解析装置 B D A 心2くバ イ オ メ ディ カ ル サ イ エ
ン スI を用 い 測定 し た ．
4 ． 肝及 び小 腸の エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジ
B－60， B－90， C－60， C－90の 4 群 の 一 部 くそ れ ぞ れ
n ニ 3I に 対し て血行遮断前
，
遮断解除直前 ， 解 除後 1
時間に お ける 肝及 び 小腸 の エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジの 測定
をお こ な っ た ． 肝 お よ び小腸の 一 部 を前述の 時期に 採
取し， 液体窒素く－1960Cl に て凍結 ， 重 量 を計測し た
後， 粉砕 し過塩素酸 5ml に 移 し， 直 ち に 懸濁し た ． こ
れ を10，000Xg に て 4
0
C で30分間遠心 し ， 上 清液 を採
取し A T P． テ ス ト くべ ー リ ン ガ ー ． マ ン ハ イ ム 山之
内 ， 東 和 に て A T P， A D Pお よ び AM P を測定 し
た ． エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジの 計算は ， 次の 公 式1 射に よ っ
た ．
エ ネル ギ ー チ ャ ー ジ ニ くA T P＋0．5 A D P机 A T P
＋ A D P十 A MP1
5 ． 小腸動脈血 お よ び静脈血 の エ ン ド ト キ シ ン
B－60， B－90， じ60， じ90の 4群 の 全 て に 対 し て 遮断前
の 小腸静脈血 ， 遮断解除後 1 時間の 小腸動脈血 お よ び
静脈血 の エ ン ド トキ シ ン の 測定 をお こ な っ た ． 測定は
前述の 時期 に 動脈お よ び静脈 よ り滅菌 プ ラ ス チ ッ ク シ
リ ン ジお よ び注射針くテ ル モ ， 束二勘 を用 い ， ヘ パ リ ン
l ナトリ ウ ム を添加 して 採血し た ． 検体 は25 00C， 3 時
Fl
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間， 乾熱処理 を行 っ た ガラ ス 試験管に う つ しパ ラ フ イ
ル ム に て封印 した ． 直 ちに 4 0Cで20分 間主乳Llく150x gl
の 衡 上 帝液 を採取 した ． 上 清液中の エ ン ド ト キ シ ン
量 を エ ン ド ト キ シ ン定量 キ ッ ト
，
エ ン ドス ペ ン ー く生
化学工業 ． 東京1 に て測定 した ．
6 ． 小腸及び腸間膜の 肉眼 的観察 と小腸 ， 肝 ， 腎の
組織標本の 作製お よび 観察
B群
，
C群に 対 して ， 血 行遮断前 ， 遮断解除直前お
よ び遮断解除後 1時間に 小腸の 一 部 を近傍の腸間膜 と
共 に 切 除 し柴膜面 お よび粘膜面の 写真撮影の 乳 10％
ホ ル マ リ ン で 固定 し， パ ラ フ ィ ン切片に へ マ ト キ シ リ
ン ． エ オ ジ ン くHe m ato xylin．Eo sinJ 染色を お こ な っ
た ． ま た肝 ． 腎組織の 採取 は遮断前と遮断解除後1時
間 に お こ な っ た ． A群 で は肉眼的観察のみ と した ．
7 ． 小腸血 管造影
B－120， C－120群 に対 して 血行遮断解除直前に 小腸血
管造影 をお こ な っ た ． 腸間膜 よ り動静脈 を剥離し中枢
側 を結染の後 ， 末 梢側 は結熟せ ず開放 の ま ま切 離 し
た ． 動脈 か ら 50 WJ，v ％硫酸 バ リ ウ ム 液 20ml を プ ラ
ス チ ッ ク シ リ ン ジを用 い て極 めて 綬徐に 注入 した ． な
お 硫酸 バ リ ウム は温度 に よ る血 管 へ の影 響 を少 なく す
る た め小腸温と ほ ぼ 同じ温度 の もの を使用 した ． 静脈
よ り バ リ ウ ム 溶解液 の 流出を みた 時点で 注入 を や め動
静脈 を結染 しX線写真撮影機 1D150－G 2く島津製作所 ，
京斜 に て 1 00m A，50 KVp， 0．1s ec， lm の 条件 の も と
に 撮影 した ，
8 ． 生 存期間及 び剖検
実験 を行 っ た 全 て の 対象 に 対 して 生存時間 を調 べ
た ． 急性期と し て血 行遮断開始時よ り開腹 まで の 間の
生存時間 ， 慢性期 と して遮断解除か らの 生存時間を調
べ た ． ま た ， 死 亡 した も の に つ い て は全例解剖 し肉眼
的観察 を行 っ た ．
9 ． 統計学的処理
得ら れ た成績 は全 て 平均値 士標準偏差で 表示 した ．
平 均値の 差 の 検定に は 一 元 配置分散分 析を お こ な い
，
特 に 標本数の 少 な い も の に 関 して は Ma n n－ W hitn ey
の U検 定
，
ある い は W ilc o x o nの 順 位和 検定 を お こ
な っ た ． エ ン ド トキ シ ン と生 存期間 との 間の 相関分析
に は 両測定値の 対数変換値 に つ い て 積率相関係数と直




小 腸の 温度測定 ， エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジ測定 ，
エ ン ド ト キ シ ン 測定 ， 組織標本の 作製 ， 小 腸血 管造影
は ， B群の 実験に て ， 欝血 が 口 側よ り 全 小腸 の 1ノ2
の 部位 に 最も 高度に 認 め られ た た め ， そ の 部位及 び そ
の 近傍 に て お こ な っ た ．
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成 績
I ． 腹部局所低体 温法 に よ る 中心 温 及 び小 腸温 の 変
化く図 2I































Cla m p爪 g
Tilれeくm 血I
1
Un cla mpl ng
ユ
ニー
ニー ー ー ー ニ
aO 拍





B群 で は腹腔内が直接外気 に さ ら され たた め時間経
過 と共 に 中心 温 は緩 や か に 下降 し た ． C群 に 於い て は




12 0分 で は約2 9
0
C
と ほ ぼ 直線 を描 き な が ら下降 した ． 遮断解除 ， 復温開
始後 1時間で 中心温 は遮断前 の温度 に ま で復 した ．
2 ． 小腸温
B群 で は 小腸 は常に 外気 に さ ら され た た め か ， 血行
遮断中は 小 腸温 は中心温 よ り 約 1 へ ノ 2
0
C程 低 い 値 を
と っ て 時間と と も に 低下 した が遮断解除後 は ， わ ずか
な が ら上 昇 した ． C 群で はア イ ス ス ラ ッ シ ュ 投与， 血
行遮断後 5分以内に 小 腸温は平均7．5
0
C まで 低下 し ，
遮断中 は大き な 変動も な くほ ぼ 一 定の 温 度を保 っ て い
た ． 遮断解除 ， 復温開始後は徐々 に 小腸温は 上昇 し，
1 時間経過 した 時点 で は 中心 温 と ほ ぼ 同 じ値 を と っ
た ．
王工 ． 腹部局所低体温 の 血 行動態 へ の 影響
A群 で は P V遮断開始直後 より 平均動脈圧 の 低下を
認 め ， 30分後 に は遮断前 の 1ノ2程度 と な り60分後 に
は さ ら に 低下 し， 最終 的 に は 遮断開始後 そ れ ぞれ72
分 ， 85分， 91分 に て 心拍動の停止 を確認 ， 実験を終了
した ． HR は 死 亡 す る直前ま で著明 な変化 はみ ら れな
か っ た ． C V Pに 関 して は遮断前 と比 較 し遮断後30分
に 低下 を認め ， そ の 後 は死 亡 す る ま で ほ と ん ど変化し
な か っ た ． C O は 2例 の み測定 し たが ， 時間 の 経過と
共に 著 しく低下 した く図 3う．
B群 で は m A P， H R およ び C V P の変化 に 遮断臥
遮断中及び遮断解除後 に お い て 有 意 の 差 は み られ な
か っ た ． B－120群で も C Oに 遮断中 ， 若 干の増加はみ
られ た も の の 有意の 差は なか っ た ．
C群の m A P， H R， CV Pは 遮断前と 比 較 して H R が
Fig． 2． C ha nge sin c e ntral a nd inte stinal te m
－
pe r atu r e sin gr o ups B－60くn ニ 5J， C－60くn ニ 4ナ，
B －90くn 二 41， C－90くn ニ 41， B－120くn ニ 3Ja nd C－120
くn ニ 3J． Valu e s a r e m e a n士S D．
くaIGr o ups B－60a nd C－60．
砂， C e ntr al te mper atu rein gr o up B－60ニ A ，
intestin al te mper atu r ein gr o up B－60i O，
C entr alte mper atu rein gr o up C－60 トム ，intesti－
n altemperature in gro up C－60i
くblGr o ups B－90a nd C90．
e， C e ntr al tem per atu re in gr o up B－90ニ A，
inte stin al te mper atu r ein gr o up B
－90i O，
c e ntr alte mpe ratu r ein gr o up C 9 0ニ ム ，intesti
－
n alte mpe r atu r ein gr o up C－90i
くcJGr o ups B－120a nd C－1 20．
0 ， C e ntr al te mpe r atu r ein gr o up B －120妄
inte stin al tem pe r ature in gr o up B－120ニ
C e ntr al te mpe r atu re in gr o up C
－120i
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中心 温 の 低 下 に とも な い 若干 減少 した の み で ， 遮断中
およ び遮断解除後 に 有意な変化は みら な か っ た ． ま た
C－120群 の C Oで も 遮断前 ， 遮断中及び遮断解除後に
有意の差 は み られ な か っ た ． な お本群 で は中心温が30
0
C 以 下に な っ た場合心室性期外収縮等の 不 整脈 の発現
が し ば しば観察 さ れ た が 一 時 的な も の で あ っ た く図
41．
Im 腹部局所低体温 の 腎機能 に お よ ぽす 影響
B群 に お ける 血行遮断中お よ び遮断解除後 の 尿量
は ， そ れ ぞ れ 7． 4士 1 ．8ml130 min と6． 8士 3 ．2 mi1
30min
， 同様 に C群 で は7． 7士4 ．3ml130 min と8．1士
3．7 mi130min で あ っ た 一 遮断前後 お よ び B群 と C群と
の 間 に 有意の 差 はみ ら れ なか っ た ． C－90群 の 腎 の 湿
度 はア イ ス ス ラ ッ シ ュ 投与お よ び血 行遮断後徐々 に 低
下 し90分 で は29．8士 3．20C となっ た ． 遮 断解除後 は6 0
分 に て ほ ぼ遮断前の 温度 に 復 した ． ま た C 朝 群の 腎
の 組織血流量 は遮断前 と比 較し遮断後30 分 で は有意の
差 をも っ て 低下 した ． 遮断中， 一 旦低下 した血 流量 は
大き な変動 はみ ら れず ， 遮断解除後1時間 を経 て も同
様に 変化 はみ ら れ なか っ た ． 尿量は B 朝 群 で は血 行
遮断中 ， 遮断解除後と 一 定し て 大き な変化は な か っ た
が ， じ90群 で は血行遮断中と比 較 し， 遮断解除後 は若
干， 低下し た が有意の 差で は なか っ た く図51．
IV． 肝 及 び小 腸の エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジ
エ ネル ギ ー チ ャ ー ジ は ， B－60群 で は 小腸 に 遮断解
除直前と遮断前と を比 較 し減少が み ら れ たが 遮断解除
後 1 時間に は遮断前の 値ま で 回 復 した ． B月0 群で は
遮断中よ り低下 し遮断解除後 も 回復す る こ と は な か っ
た ■ 肝 に お い て は遮 断前後を通 じ て有意 な変化は認 め
ら れ な か っ た ． 一 方C 群で は小 腸
， 肝双 方と も遮断 に
よ る有意の 変化は認 めな か っ た く図61．
V ． 小 腸動 一 静脈 血 の エ ン ド トキ シ ン 量
B
，
C い ず れ の 群も遮断前 に 比 較し て 解除後 1時間
の 値 は有意差 をも っ て 増加 し た ． ま た解除後1時間 に
お ける比 較 で は
，
B －60群 と C－60 群 で は有意 に C．60
群の 値が小 さ く
，
B －90群と C．別j 群 で は有意 に C 月0
群の 値が 小 さ か っ た ． 動 脈血 と 静脈血 と の 比 較 で は 有
意の 差 は なか っ た 憤 り ．
V工． 小 腸 ， 腸間膜 及 び他の 腹腔内膳器 の 肉眼 的 観察
と 小腸 ． 肝 ， 腎の 組織 学的観察
A群は血行遮断直後よ り小 腸賛膜面の 色調は急速 に
Fig． 3． Cha nge s in he a rt rate くH RJ， m e a n
arterial pr e ss u r eくm A PJ， C entr al v e n o u s
pr e ss u reくC V PI and c a rdia c o utputくC Oldu ring
Cla mping of PV くgr o up AJ． Valu e s a r e
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変化 した ． す な わ ち遮断直後 よ り直 ち に 赤紫色と な り
10分 を経過 す る 頃に は 暗紫色 と な っ た － 色調 の 変化は
どの 群 で も 口側 よ り 全小腸 の お お よ そ 1ノ2 の部位 で
最も 著明で あ っ た ． 腸間膜 の 静脈 の怒張 も同 じく10分
を過ぎる頃か ら著明 と な っ た ． 3 0分 を 経過 す る 頃に
は ， 腸間膜 に 斑 状の 小血腫 を認 め るよ う に な り， その
数 は時間経過 と共に 増加 し た ． その 後腸間膜表面及び
腸管寮膜面 よ り 漏出性 の 出血 が目 だ つ よ う に な っ た
く図 7al． 小 腸 を切開 し粘膜面 を観察す る と 色調 は寮
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Un cla m ping
Fig． 4． Cha nge sin HR， m A P， C V Pa nd
C O
du ring cla mping of both P Va nd S MA， a nd
after u n cla mplng Of the m in gro ups B－60
くn ニ 51， C－60 くn ニ 41， B －90くn ニ 4l， C－90くn
ニ 41，
B －120くn こ 31 a nd C－120くn ニ 31． Valu e s ar e
m e a n士 S D．
くalGr o ups B－60く争1 a nd C－60く0 1．
くblGr o ups B－90く魯J and C－90く0 1■
くcIGr o ups B－120くゆ1a nd C－120くOl．
門脈遮断と腹部局所低体温法
腸管腔 に は大量の 血性の粘液 が内容 と し て 観察さ れ た
個 7 bI． 他 の臓器で は肝 は 色調及 び そ の 他 の 外観 に
異常を見 い だ せ な か っ た が膵 は浮腰 状 で散在性 に 小さ
な発赤が確認さ れ た ．
B群で も同 じく血行遮断直後 よ り小腸奨膜面の色調
は赤紫色 とな り， 腸 間膜 の 静脈 の怒張 ， 腸間膜か らの
出血も み られ た ． 変化の速度 は A群 と比較 して 遅か っ
た ． 遮断解除後は速 や か に 腸 間膜 の 静脈 の 怒張 は消失
した ． B．60 群で は 閉腹 ま で の 1時間 の間 に 小 腸寮膜
面の色調 は遮断時と比較 して暗赤色 か ら ピ ン ク 色 へ と
回復の み られ る も の も あっ た ． 一 方 B 増0群 ， B－120群
で はその ほと ん どが遮断中の暗赤色 の ま まで あ っ た ．
腸間膜の 小血腫 は B群 の全 て に おい て遮断解除後も増
加 し， 腸管梁膜面 に も漏出性 の 出血 を み た く図 8 aJ．
小腸粘膜 はA群 と 同 じく遮断中は赤紫色か ら暗赤色ま
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留 した 血 性粘液は少 なか っ た く図 8bト 遮断解除後 に
は B－60群の 一 部 を除 き粘膜の 色調の 回復 は み られ な
か っ た ． 漏出性 の 出血量を測定す る と ， 各群 とも 開腹
まで に 100皿l か ら 200ml で あ っ た ． 組織学的所見 を
検討す る と粘膜 で は ， 遮断解除直前で は絨毛全体の膨
化が み ら れ ， 絨毛内の 血管は拡張 し， 内容と して遮断
前 と比較 して 多数 の赤血球が認め ら れ た ． 粘膜下層 ，
筋層及び梁膜 に は著 しい 変化 は認め ら れ なか っ た ． 遮
断解除後 1時間で は絨毛の膨化が進行 し ， 特に 先端部
に 著明で梶棒状 と な り ， 赤血球で 充満 し拡張 した血管
が多くの部位 で認 め られ た ． 一 部に は粘膜面 よ り腸管
腔内 へ の 出血 が み られ た ． ま た ， 充満 した 赤血 球が血
管内 で ピ ン ク色 の鋳型状と な っ て い る部位も 散在性 に
観察さ れ た ． 粘膜下層で も血管内に血 液の 充満像を認
めた が 動静脈 の拡張 は明ら か で は な か っ た ． 筋層及 び
梁膜に は 変化 を認 めな か っ た く図 8cl． こ れ ら の 組織
学的所見は遮断時間 の 長短 で は ほと ん ど差 が な か っ
た ． 肝 ， 腎は 肉眼 的 ， 組織学的に 著変 な く ， 膵 は肉眼
的 に A群 と 同様 に 浮腰状で あ っ た ．
C群 で は小腸嫌膜面の色調 は遮断後 ， 微か に 赤紫色
と な り徐 々 に そ の色調を強めた が ， 遮 断時間が長く と
も 暗赤色 と な る こ とは な か っ た ． 遮断解除後も色調 の
変化は ほ と ん どみ ら れ な か っ た ． 腸間膜で は B 群 と
同様 ， 静脈の 怒張が み ら れ遮断解除後速や か に 消滅 し
た ． ま た腸間膜の血腫 は B各群と比 較 して 少な か っ た
く図9al． 開腹 まで の 出血量 は 50ml か ら 100ml前後 で
あ っ た ． 粘膜 面 で は 全体 に 軽度 の 発赤 が み ら れ ，
C－60群で は 管膿内容 と して 通常 の 腸管粘液 が観察 さ
れ た ． C－90群及 び C－120群 で は部位 に よ っ て は ご く
少量 の 血性粘液が観察 され た く図9 bl． 組 織学的所見
で は遮断解除直前は B各群 と同様 に 絨毛の膨化及び絨
毛の血管内の 赤血球の存在が観察さ れ たが ， そ れ ら の
変化 は軽微 で 遮断解除後 1時間で も ほ とん ど変わ ら な
か っ たく図 9cl． 肝 ， 腎に は B群 と同様 に 肉眼的 ， 組織
学的に 変化 はみ られ な か っ た が
， 膵 に はA ， B群と 同
様 ， 浮腫と 小 出血斑 が 認 め られ た ．
耶l． 小 腸血 管造影
B－120群 で は腸間膜側 よ り反対側 に 達す る 直動脈 の
途中で綿花状 に 広が る斑 点 をと も な っ て 途絶 した ． こ
の 所見 は血 管壁が破壊 さ れ ， その 近傍 に 微小 の 血腫 を
形成 した こ と を意味す る ． ま た腸 管壁 の 断面 で は管腱
側 の 表面近く に 高い 濃度 の バ リ ウム が認 めら れ ， 粘膜
で の 血 流の 欝滞が 示唆 さ れ た ． さ ら に 粘膜 か らの 出血
を意味す る バ リ ウム の 溜 りが 管腔内に 観察 さ れ た く図
10al， C－120群で は 腸間膜側 の 辺 繚動脈 よ り細 い 直動
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1 ． 局 所低体温 と 生存期間
急性期 に お け る 生 存時間は A群 で は 3頭全て が P V
遮断よ り ， 平均82－7分で 死亡 し た ． B群及 び C群で は
P Vお よ び S M A遮断中に 死 亡 した例 は な く ， ま た 遮
断解除後 1 時間の 開腹前に 死 亡 した 例 も なか っ た ．
慢性期 に お ける 生 存時間は B群で は36時間生存 した
B－60群の 1頭 を除 い た他の 全て が 1 日 以 内に 死 亡 し
た． 死 亡 ま で の 時間は B－60群 ， B －90群 ， B－1 20 群の
順に短か くな っ た ． C －60群 で は4頭の 全て が ， ま た C．90
群では 4 頭 の 内 3頭が 3日 以上 生存 した ． C ．120群 は
3頭全てが 2 日 以 内 に 死 亡 した ， 同 じ 遮 断時間 で は
B－120群 と C－120群 を除く と低体温群が常温群 と比 較
して有意に 生 存期間が長か っ た く図1り．
2 ． 血 中エ ン ド ト キ シ ン 量 と 生存期間
小腸動 ． 静脈 血 の エ ン ド ト キ シ ン の 測 定 を行 っ た
B．60群， B一 錮 群 ， C．60群 ， じ90群 で長期生存中の
b
Fig．7． Photogr aph of the s m all inte stin e in
gr o up A lhr afte r cla mping ． aJM a c r o sc opic
findings of se r o s al side． Sm alla nd m a ny
m es e nte ric hem o r rhage a nd da rk－blu e c ol red
intestin e a r e sho w n． blM a cr o sc opic f in dings
Of m u c o s al side ． Se v er e ed m ato u s cha nge
a nd ble eding with da rk－r ed c olor ed m u c o s a
ar esho w n．
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C－60 群 と C－90群の 2 頭 を除 い た15頭 に つ い て ， 静脈
血 の エ ン ド ト キ シ ン の 低 くpgノnl二 Xl と生存 期間
くhr こYl と の 関係 を み る と ， logY ニ 2 ．5 9 1NO． 8 3 0
logX ， 相関係数 r ニ 0ー．855に て 有意な 負の 相関 を示
し
．
血 中内 エ ン ド トキ シ ンが 生存期間 を短縮さ せ る こ
工ソニ工り二十L
Fig． 8． P hotogr aph of the s m all inte stin e in
gr o up B－9 01hr after u n cla mping． alMa cros c．
Opicfindings ofs ero salside． sm alland m any
m e se nteric he morrhage s and dark－red colored
inte stine are sho w n． blMacrosc opic findings
Of m u c o s al side． ede m ato u s cha nge with
da rk－r ed c olo r ed r n u c o s ais sho w n． cIM icr o．
S C Opic findings of inte stin eくH－E， X40J． Sw e，
11ed a nd destr oyed vi 11ie s with e xpa nded s m all
V e SS ele sby blo od a re sho w n．
296
とが 示 さ れ た く図12ト
3 ． 剖検所見
2 日以内に 死 亡 した B 群の す べ て と C－120群 に は腹
腔内に 70血1 か ら 200ml 血性の 腹水が貯留 し て お り ，
ま た腸 間膜 の 血腫 も閉腹時 に 比 較 し て数 の 増加 と サイ
ズ の 増大 が み ら れ た ． 24時間で 死 亡 した C－90群 の 1
Fig． 9． P hotograph of the s m all inte stin e in
gr o up c－90 1hr afte r u n cla mping－ alM a c r o s cT
opic findings of s e r o s al side ． A fe w s m all
m ese nteric he m o r rhage and n o r m al c olo r ed
intestin e a r e sho w n． blM ac r o s c opic findings
of m u c o s al side ． M uco sa is n or m al． cIMicro，
s c opic findings ofintestin eくH．E， X401－ V illi
－
e s a nd v e ss els a r einta ct．
立
頭 は S M A周囲 に 大き な 血腫 が み ら れ術中操作 に より
損傷 を受 け出血 死 した も の と 思 わ れ た ． 膵で は浮腰状
の 変化 を起 こ し て お り血腫も散在性 に 存在 した ． 肝 ，
腎 に は著 し い 変化 を認 め なか っ た ． 3 日以 上生存 した
例 で は腹腔内の 血 性貯留液 は比較的少 な く 50ml か ら
60ml であっ た ． 腸 間膜 の 血 腫 は閉腹時 と較 べ 数 ， サ
イ ズ と も に 著 し い 変化 は認 め ら れ な か っ た ． 膵 ， 肝及
び 腎に は著変 な か っ た ．
考 察
胆管癌15ト 19I， 膵癌 卸1 に 関 して は進行 した状態 で 発見
さ れ る こ とが 多 く ， 治癒切除 を意図 した 場合 に は拡大
手術 と な ら ざ る を得 な い ． ま た ， それ ほ ど進行 して お
らず治癒切除 し得 た症例 で も術後 の 成績 は決 して 満足
の行 く も の で は な く ， 成績 向上 の た め広範囲リ ン パ 節
郭清 が試み ら れ て い る11． そ の 際 ， PV の 遮断は以 下の
理 由を も っ て 有用 で ある ． す な わ ち ， 1う P V切 除 二
b
Fig．10． Angiogr a m of s m all inte stin e． alNor
，
m othe r mic gr o up くB－1201． V as are cti a ndfar
distal v e ss els a rede stroyed with m a ny micr o－
he m ato m a s a nd the re w a s sta sis in m u cos al
tis su e． b田y pothermic gr o upくC－1201■ Vess els
a nd m u c o s a ar einta ct．
門脈遮断と腹部局所低体温法
腫瘍が直接侵潤 して い る場合 ま た は P V周囲の リ ン パ
節の郭清 を行う場合2，， 21 P V切 離 こ P Vを切離す る
こ と に よ り後腹膜 の 視野 が良好と な り 徹底 した リ ン パ
節の 郭清が 可能 引力 と な る ， 3 1 P V遮断こ 高率 に お こ
る と い わ れ る膵癌の術後肝転移の 防止 引 で あ る ． し か
Fig．11． Su r viv al tim e of e a ch gro up a nd e a ch
dog after u n cla mplng． Valu e sare m e a n士
S D．
ホ
， Pく 0．05 by M a n n－Wh itn ey U te st for
V e ry S m a11sa mple s． Tw odogs， O n ein gr o up
C－60alive until 12 days afte r u n cla mping a nd
a n othe rin gr o up C－90aliv e u nti1 3O days afte r
u n cla mplng， W e re eliminated fr o mthe statist－
ic ala n alysis a nd thisfigu r e．
Fig．12■ Co rrelatio nbetw e e n a m o u nt of endto xin
inblo od of v ein of s m all inte stin e and su r vi－
V altim e of dogs tre ated．
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る に 一 九 P V を遮断し た場合 に 起 こ る様々 な弊害 も
Ore
6Iに 始ま る古 く か ら の 実験で知 られ て しユる ． 諸家の
P V遮断実験 に よ る と 室温 に お い て3 0分 を 越 え る と
シ ョ ッ ク に 陥り平 均70 分前後 で 死亡 す る と さ れ て い
る乃
－ 9I
， その 原因に 関 して
，
腹腔内臓器の 欝血 に と も な
う 循環血祭量 の 低下と い う 説7柵 ， Cu ev a s21I， 0 1c ay ら
22，
に よ る エ ン ド ト キ シ ン言軋 Boyce ら
231に よる 神経因子
説 ， Be a ch241， Be rga n ら25，に よ る 急激な代謝変化説 な
ど諸説が あ り意見の 一 致 をみ て はい な い が ， お そ ら く
こ れ らの 因子 が複雑 に 絡み合 い 惹起され た 状態 で あ る
と 思わ れ る ． こ れ らの 問題に 対す る解決策と し て 現 在
ま で 様々 な 方法が試み ら れ た ． M o o r e溺I， Raffu c ci2 れら
は腹腔内臓器 の 欝血 に 対し流入 動脈 で ある S M A と腹
腔動脈の 遮断を お こ な っ た ． し か し成犬 を 用 い て の
Raffuci の 実験 で は 1 時間の 遮断に 耐 え得 たも の は5 0
頭中わずか に 1頭の み で あ っ た ． その 原因と して 考え
られ る の は肝 の 阻血 で あ り 卿
， 常温で の 肝 阻血 の 安全
限界と い わ れる20分訂I を越 えた た めと 思 わ れ る ． 低体
温法は腹腔内臓器， 特 に 肝の 阻血 及 び 小腸の 阻血 ま た
は欝血 に 有効で あ る と考 えら れ全身低体温法と し て 試
み ら れた ． 清水9， は P V を遮断した 成犬 に 対 して 体表
面冷却 を施 し直腸温 で240Cか ら280C とし ， 急性期 に お
け る 遮断時間 を60分 に 延 長 せ し め た ． ま た Go oda11
ら
LOl
は P Vの 遮断 に加 え て S M A及 び腹腔動脈 の 遮断
を行 い 体 表面 冷却下 に 直腸混28
0
Cで60 分の 血 行遮断 を
行 い 良好 な成績 を納め た ． しか し全身 を冷却す る ため
手間 と 時間が か か り 新 た な る 方法 が待 た れ た 仁
Dr apa n a sら
Ll，は欝滞し た門脈血 を上 腸間膜静脈 と下
大静脈 との 間 に 短絡路 を作製す る こ と に よ っ て 大循環
へ 戻し肝切 除 を施行 し たが ， 永久 バ イ パ ス で あ っ た た
め術後 に 肝性脳症 を引き 起 こ す危険が あ り2 銅， 現 在 で
は 省み られ て い な い ■ 一 時的 バ イ パ ス は Jolly ら12，が
ポ リ ビ ニ ー ル チ ュ ーブ を用 い て 牌静脈 と腸骨静脈 の 間
に 短 絡路 を作製 し たが チ ュ ー ブ の 閉塞 が 高頻度 に 起
こ っ た － 最近 ， 親水性 ヘ パ リ ン 化 カ テ ー テ ル が 開発 さ
れ 閉塞の 危険 が少 な く な り
，
上 腸 間膜静脈と大腿静脈
の 一 時 バ イ パ ス をお こ な う こ と に よ っ て長時間 の 遮断
が 可 能に な っ たと 報告さ れ ， 臨床応用 が お こ な われ て
い る
13－
． 従 っ て 現 在 で は P V を遮断する 際は
，
短時間
の 場合 に は S M Aの 同 時遮断 ． 長 時間 に 及 ぶ 場合 に は
山一 時的 バ イ パ ス をお く こ とがJ一 般 的と な っ て い る ． u－一
般的に 行わ れ て い る S M Aと P Vの 遮断に
，
ア イ ス ス
ラ ッ シ ュ の 投与と い う きわ め て 簡単な 操作 を加 える こ
と に よ り ， バ イ パ ス 法よ り簡便で ， か つ 全 身低体温法
と同等あ る い は そ れ 以上 の 効果を目的と し た腹部の 局
所低体温法は 一 部 の 施設 で お こ な われ て い る が301
， そ
298
の有効性 に 関す る研究 の 報告 は な い ． 本実験 はそ の 安
全性
，
有効性の 解明を目的 と し た も の で あ る 一
P Vの み を遮断す る と ， 著 者の 実験で は ， H R は ほ
と ん ど変化な く m AP およ び C O の 急速 な 低下 を認
め ， C V P も低下 した ■ こ の結 果は 諸家の報告
9 掴 41と
一 致 した ． さ ら に P Vの 遮断 に 加 え S M Aを遮断 して
も 室温群 ， 局所低体温群共 に m A P， C O， C V P は遮断
中 ， 速断解除後 に お い て有意 な変化 を み ず安定 し て お
り血 行動態的 に は両血管の遮断は安全に 施行 で き る こ




パ リ ン 類似因子 の 自然放出
瑚 が 起 こ る こ と よ り血 液 の
凝固は起 こ りが た い と考 え ， 血行遮断 に際 し ヘ パ リ ン
は使用 しなか っ た が 予想 し た通 り組織学的 に 肝 ， 腎 ，
小腸の 末梢血管 に 血栓の形成 は認 め な か っ た ．
全身低体温 を使用 した場合は ， 直腸温ま た は食道温
に て28
0
C前後 に ま で下げる必要があ り ， しか も 目的と
す る温度 に 達す る ま で に 1時間近 く を要 す る
9－1 咽
． ま
た 一 般 に 体温が30
0
C以下 と な る頃 よ り不整脈が 出現す
る
3 71
． しか し著者が お こ な っ た 本 法 で は 腹腔 内臓 器
くお も に 小 掛 が 目的と す る湿度 に 5 分前後 で到達 で
き ． か つ 中心温 を30
0
C前後に 保 つ こ と が 可能 で あ る た
め ， きわ め て 簡便 で危険性が少 く ない とい える ． 腹部
を 局所的 に 冷却 した際 の血行動態 に 関 す る報告 は ない
が
，
著 者の実験で み る ごと く ， き わ め て安定 し た血行
動態 を示 し， そ の安全性 に 問題 は な か っ た t そ れ で は
直接 アイ ス ス ラ ッ シ ュ に 曝さ れ る 腹腔内の臓器 に は い
か な る影響が あ る だ ろう か ． 著者 は手術侵襲時 に 血 行
動態 と な らん で 最も注意の払わ れ る べ き 腎機能 に 注目
し ， 局所低体温の腎 へ の 影 響 に つ い て温 風 組織血流
量 ， 尿量に つ い て検討 した ． 腎の温 度は腹腔内で冷却
さ れ て心臓 へ と か え っ て い く 静脈血 を含ん だ血液温 で
あ る 中心温と較 べ 常 に 1
日
C程 度高 く最低温 で2 9
0
Cと
な っ た ． 組織血流量も約30％減 とな っ た が ， 血圧 に ほ
とん ど変動が なか っ た こ と を考慮 す る と血 流減少 は腎
の 温度の 低下 が強く影響 し て い る と思 われ た ． し か し
尿量 は低体温 乳 復温期を通 じ ， わ ずか な減少 が認 め
ら れ るも の の 有意 な差 はな く 腎機能 も十分推持 で き る
と 考え られ た ． 著者の 実験の 妥当性 を裏付け る も の と
して Huggins ら
鋤 は ， 犬 を使 っ た実験 で局所的 に 腹部
を冷却 して も腹腔内臓器が障害 を受 け な い と し た ． ま
た上 村公一田 中ら 抑 の 報告で も 同様の 結果が得 られ て い
る ． S M A及 び P Vの 遮断に 際 して そ の 影響 を直接受
け るの は肝及 び小腸 である ． 肝 は 二 重 血 行支配 を受 け
て お り ， 流入 血の70句 80％ を P V に 仰 ぐ と さ れ て い
る ． P V を遮 断する と 流入 血 は肝動脈血 の み と な り 血
流不足に よ る障害が 生 じる こ と も考 え られ るが ． 著者
立
の エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジ の 測定お よ び 組織学的検査所見
か ら肝動脈 の み で も十分耐 え ら れ る こ とが わ か っ た －
C hildら
39，は猿の P V を結無 して も 大部分が生存 しう
る こ と を実証 した ほか ， 星 野 ら
丑lは P V結染 に よ り心
機能さ え維持 さ れて い れ ば肝動脈血流量が増加する と
報告 し ， 著者の 結果 と 一 致 した －
本実験 に お い て最 も影響 を受 け る と予 想さ れ た のは
小腸 で あ る ． B 各群 で は S M Aも 同時 に 遮断 した が
PV 単独 と較 べ 程度 は軽 か っ た もの の ， 欝血 は免れ ず
腸間膜及 び腸管 に 出血 を きた した ． 血管造影 で も小血
管の断裂 を み と めた ． エ ネ ル ギ
ー チ ャ ー ジ は B－60群
で は遮断解除後回復 を み たが ， B 増0 群 で は 回復 し な
か っ た ． こ れ は 代 謝負荷物質 の蓄積 を 示 唆 す る と 共
に ， 酸化的リ ン 酸化の 障害， す な わ ち ミ トコ ン ドリ ア
の 変性 に 対す る傍証 とな ると 思 わ れ た ■ C 各群で は出
血 は認 め られ ず ， それ は血 管造影 に て も 確認さ れた ■
ま た エ ネ ル ギ
ー チ ャ ー ジ に も 変化 は ほ と ん どな か っ
た ． そ の 理 由は 常温下 で は血 管内圧の増大 に 起因す る
血 管壁 の 機械的伸展 ， 低 酸素 ， 二 酸化炭素 の蓄乱
pH の低下が起 こ り ， 毛細 血管 の透過性 を高 め ， エ ネ
ル ギ ー チ ャ ー ジ を 低下 さ せ ， 小 腸粘膜 は破壊さ れ る
が
仰
， 低体温下 で は血管が収縮 す るた め機械的伸展が
妨げら れ ， 代謝 が お ち る た め低酸素 ， 二 酸化炭素の蓄
積， pH の 低下等が お こ り に く く な る ． その 結果血管
透過性 は低く な り， エ ネル ギ
ー チ ャ ー ジ は高値に保た
れ ， 粘膜 は破壊 を免れ た と考 えら れ た ． 諸 家の報告に
ょれ ば， P V の単独遮断で は循環血液量 の約60％が 腸
管 に 欝血 し8，， 時間経過 と と も に 腸 間膜 の毛細血管
網 ， 細静脈 ， 細 動脈 の 順 に 血行が停止 し ， 微小 な循環




遮 断後3 0分 で 粘膜絨毛
突起の 破裂と ミ ト コ ン ド リア の変性が観察 さ れた とい
う ． こ れ らの 報告 は著者 の 得 た 結果 と
一 致 し た ． J
方 ， 血管透過性 の 冗進お よび 粘膜組織の 破壊は腸内細
菌由来 の エ ン ド トキ シ ン の P V血中 へ の 移行 を容易に
す る
Z2，
． 本実験 に お い て も 小腸粘膜 が破壊 さ れ た群 ほ
ど高い 血中濃度 を示 した ． 著 者は ま た ， こ の エ ン ドト
キ シ ン が 腸内細菌由来で ある こ と を証明せ ん と腸間膜
の 動脈血 の エ ン ド ト キ シ ン を測定 した が 静脈血 と の 間
に 有意 の 差 を も と め る こ と は で き なか っ た ．
遮 断中， 遮 断後 1 時間を通 じて きわ めて 安定した血
行動態 を示 して い た B 各群の 術後早期 の 死亡 に は興味
の も た れ る と こ ろ で あ る ． 死 因は こ れ ま で の 考察から
小腸 に 求 める べ き で あ ろう ． 死亡 した 犬の 剖検所見で
は腹腔内に 大量 の血液 を認め る こ と が 多く ， そう い う
例 で は 失血 を死因と考 え る こ とが で き る が ， 腹腔内の
門脈遮断と腹部局所低体温法
血液が少量 の場合 に は他の 原因に よ る可能性が考 えら
れ る ． 著者 は血中 エ ン ド トキ シ ン 濃度 と生存期間と の
相関 を調 べ た結軋 高い 確率 を も っ て負 の 相関関係が
ある こ とが 判明 した ． OIc ay
22一
， Ca m e r o nら
相
も 腸内細
菌を重要視 し ， Yale ら咽 は無 菌犬 で の 実験 で は ， 単な
る腸管壊死 は致命的で は な く ， 腸管内 に 常在菌群 を注
入 した群 は早期に 死 亡 した と い う ． 従 っ て 腸内細菌由
来の エ ン ド トキ シ ン の血 中内へ の 移行 を防 ぐ こ と は延
命効果 に つ な が る と考 え られ ， そ の 点 に お い て も局所
低体温 は有効な手段 であ る と確認さ れ た ． ま た遮断時
間と生存期間と の検討 か ら その 限界時間は90分と予 想
され た ，
結 論
雑種の成熟イ ヌ26頭 を使周 し， 対照 と して の 室温群
とアイ ス ス ラ ッ シ ュ を腹腔内投与 し た局所低体温群 に
対し ， P V およ び S M A遮断 をお こ な い ， 低体温群の
安全性， 有効性の基礎的検討 を お こ な い 以 下の 結論 を
得た ．
1 ■ 局所低体温下 に お い て ， S M A お よ び P Vの遮
断をお こ な っ た 結 果 ， 遮 断 中， 遮 断解除後 を通 じ て
H R， mA P， C V P， C O はき わ めて安定 して お り ， 血行
動態的に 安全に 施行 で き る こ とが 示 さ れ た ．
2 ． 局所低体温下 に お い て
， 肝の P V遮断前， 遮 断
中， 遮断解除後 の エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジの 測定お よ び組
織学的所見 を検討 した 結果 ， 異 常 は 認 め ら れ な か っ
た ． ま．た 腎に お い て は低体温時， 組織血流量 の低下が
みられ た も の の ， 尿量 の 減少は認 め ず， 機能 的に 障害
はな い と 考え ら れ た ．
3 巨 小腸 は常温群 で は肉眼 的に は高度 の 欝血 ， 腸管
腱内へ の 出血が 認 め られ ， 組織学的所見 で は絨毛の変
吼 破壊 が認 め られ た ． エ ネ ル ギ ー チ ャ ー ジ の 測定で
は遮断時間が90分 に お よ ぶ と 回復 し な か っ た ． ま た 小
腸血管造影の 所見で は直動脈 で の 途絶が認 め られ た ．
低体温群 で は上 記の よ う な常温群 に お け る異常 をほ と
ん ど認め なか っ た ．
4 ． 小 腸動 ． 静脈 の エ ン ド ト キ シ ン は常温群で は遮
断時間が長く な る に つ れ 高値 とな っ た が
，
低体温群 で
は長時間の遮断で も低 い 値 をと っ た ． ま た 静脈血 中内
エ ン ド ト キ シ ン 濃度 は 生存期間と負の 相関関係に あ っ
た ．
5 ． 生存 期間は室温群 で は60分ま た は90分の 遮断で
1日 以上生存 した の は 1頭く1佃 に す ぎな か っ たが ，
低体温群で は術中操作 の 不備 に よ る 出血 死 と思 われ る
1頭を除き
，
全 てく7用 3日 以上 生存 した ． ま た120分
の遮断で は室温群 ， 低体温群と も に 3 日以 上生存 した
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Key w o rds por tal clam ping， diffe r e ntial intraperito n eal hypother mia， C ndoto xin
A b8tr a et
T his study w as u ndertake nin orde rt o clarify the feasibility of difLerentialintr aperito ne －
al hy pothermia o nport al vein cla mping． Using m ature m ongrel dogs， in gro up A くn ニ 31，
a sim ple portal vein くPVI cla mping w a sperform ed， in group B くn ニ 1 21， the P V a nd
S uperior m ese nte ric arteryくS M AJ w e re cla mped for6 0くgro up B－ 60， n ニ 5J， 9 0くgroup B －90，
n ニ 41， 12 0くgr o up B－12 0， n ニ 3I min and then u ncla mped a nd in gro up Cくn ニ 川 ， the P V
and SM Aw e r e clam ped for 60くgro up C － 60， n ニ 4l， 9 0くgroup C －9 0， n ニ 41， 12 0くgr o up
C －1 20， n こ 31 min with differential intrape ritone al hy po thermia that w asperfor m ed by
fi11ing the perit one alc a vity with ice slush and the n unclam ped ． The intestinaltempera t u re
fellto a level betw e en 7 to8C within 5 min after the start of c o oling， While the c entr al
tem pe r atu reくte mpe r ature of pulm on a ry arte rial blo odlfellto a le vel betw een 2 8to 2 9C 2
hou rs after the st art of c o oling． In gr o up A， all dogs soon died of sho ck くa v erage
82．7minI after P V
■
cla mping． In c ontra s t， in gro ups B and C， the he m odyna mic fun ction
くm ean a r terial press ure and cardiac o u tputl re m ain ed nor mal both du ring and after the
Clamplng Of P Vand SM A■ The analysis of kidney tissue blo od flo w and urine a m ou ntin
groups B and C rev ealed thatintraperiton e al cooling did n ot affect the kidn eyfun c tion and
the histologic al a n alysis and dete r mina tion of the eherg ycha rge rev e aled that there w a s no
influen ce o n liv e rfu n ction eithe rdu ring or afte rthe cla mping of P Va nd SM A in gr oups B
and C． T he s m allintestine bec a me m o r e c ongested du ring the clam plng Of P V and SM A
and did no tr e cov e r after u n clam ping in gr o up B ． On the contr a ry， in group C， the sm all
inte s tine had only a slight c o ngestiv e change ． T he above r esults w er dem onstrat ed by
e x amin atio n of the histologic al， angiogr aphic a nd e n ergy cha rge findings． The a mou nt of
endotoxin in the venous blo od of the sm all inte stine incr eas ed in gr oup B， but didn ot
incre as e r elatively in gro up C． In gro up B， a11the dogs died within 2 days ofuncla mping
PV． But in gr o up C， 7 0f the l l dogs su r viv ed m o r ethan 3 days． T he abo v efindings
S uggest thatdiffere ntial intraperitone al hy po thermia is safe a nd feasi ble when clam ping
P V．
